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要　旨

　名護市の宮里幼児園は、公民館幼稚園の前史をもつ就学前教育・保育の施設であり、公私立園等

が整備された今日においても地域の子育ての組織として機能している。幼児園の保育士からの聞き

取りによると、保育士は、自身の住む地域活動に連なるものとして保育活動をとらえ、保護者や地

域の方との交流を大切にしながら活動している。また、幼児園の運営や方針は、２名の保育士の裁

量で決め、保護者の発案を幼児園の活動に取り入れながら、保育士と保護者の信頼と協力関係の中

で運営している。保育士と保護者のつながりや保護者同士の関係性も良好であり、幼児園が保護者

の居場所になり子育ての相談所としての機能も果たしている。宮里幼児園は、保護者の保育ニーズ

（午前中保育）に対応し、その運営には公民館と行政の支援は欠かせないものとなっている。

キーワード：幼児園　保育士　自由保育　信頼関係　保育ニーズ

１．公民館幼稚園の歴史と宮里幼児園 

　名護市の宮里幼児園（1968年設立）は、認可外の保育園という位置づけで運営され、戦後、

集落公民館に附設された公民館幼稚園の前史を有している。現在は、“幼児園”という名称で

あるが、その前史から、他の認可外とは異なる運営と性格である。こうした公民館幼稚園の

前史をもち、“幼児園”として運営されているのは、名護市内で言えば、字宮里と字大南にの

み存在している。公民館幼稚園は、戦後の就学前教育の未整備な時代に、区民による自発的

な地域の教育・保育施設として登場し、集落公民館の一室を活用して保育活動が行われた。

＊ 公立大学法人　名桜大学国際学群教授
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1960年代末には、公私立園の整備が進展し、復帰後は、ほぼ姿を消した。公民館幼稚園は、

公立小学校附設の公立園への吸収・合併という過程を辿るからであるが、宮里の公民館幼稚

園（宮里幼児園）のように、現在においても、地域の子育て組織として機能している事例も

みられる。これは、預かる子どもの対象年齢を３～４歳児に引き下げることで（５歳児は公

立幼稚園へ入園）、地域の幼少の子どもの教育・保育施設として存在価値を発揮した。これは、

当時の字宮里の住民の要望でもあった。

本報告は、認可外として一括りに出来ない、宮里幼児園の存在に注目し、“宮里”という

地域において、長年にわたり同園を支える地域住民の力の内実を明らかにする作業として、

まず、宮里幼児園の保育士の存在と活動に注目するものである。

２．本調査の目的と方法

　現在、少子化の時代を迎え、名護市の子どもの数も減少傾向である。一方、日本復帰後、

市内の公私立園の整備は進展した。子どもの預け先としての保護者の選択は広がったが、あ

えて、認可外保育園＝宮里幼児園を選択する保護者の理由は何であろうか。また、保護者と

幼児園・保育士との関係はどのようになっているのか。この問いに迫ることは、宮里幼児園

の存在と運営を支える地域の力の内実を明らかにするだけではなく、沖縄において就学前教

育に貢献した公民館幼稚園の存在理由をあらためて問い直すことでもある。

　本調査は、宮里幼児園の２名の保育士からの聞き取りをまとめたものである。宮里幼児園

を含む市内の幼児園の状況、園活動の実際、保育士からみた保護者の子どもを預ける理由、

幼児園をめぐる諸課題とこれからの展望等について、半構造化インタビューを試みた。イン

タビューの内容は、文章化し、被インタビュアーと内容の確認を行った。文末に、２名の保

育士の言説から明らかになったことをまとめた。

　被インタビュアーと調査日

　　比嘉　育子（昭和39年生）2016年６月17日、於：宮里公民館

　　長山　詳
よし

恵
え

（昭和38年生）2016年６月24日、於：宮里公民館

３．聞き取りの内容　－保育士／比嘉育子－

＜宮里幼児園との出会いと働き甲斐、他の幼児園との交流＞

嘉納　午前中のお仕事の後、時間を割いて頂き、ありがとうございます。今日は、宮里幼児

園で働く保育士さんに焦点をあてて、お話を聞かせて頂ければと思います。早速ですが、

比嘉先生は、今の宮里幼児園に勤める前は、何をなさっていたのですか。

比嘉　宮里幼児園の前は、小さな保育所とかで勤めていました。もちろん、保育士の資格は

持っていました。当時は、子育て真っ最中でしたね。仕事と子育て。その頃、宮里幼児

園には２人の先生がいて、そのうちの若い先生の体調が悪くて辞めたので、それで、私

に声がかかったんです。もう一人の先輩の先生は、奥原峰子先生でした。私は、ここ宮
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里育ちで、この幼児園の近くに住んでいるので、二つ返事で引き受けました。これまで

の幼児園の先生方も、宮里に住んでいて、バトンタッチみたいにして保育士を引き継ぐ

感じでした。子育てしながら、ちょっとしたパートみたいなものをしたいなあというと

きに、この幼児園の話が来たもんですから。４人の子どもがいたので、長時間の仕事が

出来ない。幼児園の仕事は、午前中ですから、丁度いいって感じで。保育園だと、早番

や遅番などがあったりして、子育てしている人には大変です。自宅からも宮里幼児園は

近いし、子育てしながらできるな、という感じで引き受けました。幼児園は、手当の面

では、期待できないけど、やはり、保育の仕事は好きですから。保障もないし、悩むと

ころですけど、でも、子育てをしながら仕事ができるというのはいいですね。私自身が、

この宮里幼児園の卒園者ですから、顔見知りも多いし、私を小さい時から知っている人

も多くて、「あんた、宮里幼児園の先生になったのか」なんて声をかけられたりして。

温かく迎え入れられたりしたことも大きかったですね。毎週、火曜日の午後は、おじい

ちゃん、おばあちゃんの「ゆんたく会（談話会）」があって、私たち保育士がお茶とか

出したりするんですけど、そのとき、「あんたの小さいとき、知っているよ」とか言わ

れますね。ちょっと恥ずかしいのですが、嬉しいですね（笑）。

嘉納　幼児園の仕事もしているけど、午後の「ゆんたく会」のお手伝いなど、地域とのつな

がりもありますね。

比嘉　この地域が好きだし、保育の仕事も好き。それで、幼児園のお仕事もしているけど、

あまり、気負い感はないです。地域の活動をそのまましている感じです。確かに、ガツ

ガツ働けば働くほど、お金は入るし、やはり、お金は必要ですよね。ちゃんとした所で

働けば、きちんとお給料もあって、生活の保障もある。それも魅力です。でも、この子

どもたちの保育もしたいし、親たちとのつながりも大切ですし。

嘉納　名護市内の幼児園の数ですが、現在、どれぐらいありますか。

比嘉　今、市内には、２ケ所あって、ここの宮里と大南ですね。５、６年程前までは、大東

にもあったんですが、現在は学童になっています。15年程前に、私が宮里幼児園に勤め

始めたときには、宮里、大南、大東、東江の４園ありましたが、丁度、私が宮里に入っ

た年に、東江を閉めるということで、そこの職員さんが挨拶に見えられていましたね。

合同の運動会も出来ないということで。子どもの数が少なくなったからというのが理由

でしたね。東江は、学童になりました。その頃、宮里、大南、大東で毎年10月頃に幼児

園の合同の運動会を、５、６回程、しましたね。大東はなくなったので、今はもう、合

同の運動会はないですね。

嘉納　大南の幼児園の先生方との交流はあるのですか。

比嘉　研修とかで顔を合わせますね。「認可外保育園」対象の研修会ですね。この前、宜野

湾市のコンベンションセンターで研修があって、子どもの人権についての講話とか、保

育園をめぐる運営の問題とか。市役所からの補助は、私たち保育士への直接的な補助で
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はなくて、研修費とか、子どもへのおやつ代とかの補助です。幼児園は、「認可外保育園」

という枠でとらえられていて、といっても、他の「認可外」とは、ちょっと違いますよね。

「認可外保育園」の名簿の一番下に幼児園がある感じです。他の「認可外」よりも補助

は少ないと思いますよ。宮里幼児園は、午前中のみの子どもの預かりですから。ここで

は、歯科検診は年に１回、内科検診は年に２回あるんですけど、これの補助ですね。県

の立ち入りもありますね。「認可外保育園」としての立ち入りですけど、県も、難しい

と思いますよ。「認可外」とはなっていますが、他の「認可外」と同じではなく、ここは、

公民館幼稚園ですから。

＜子どもを預ける理由と保護者との関係＞

嘉納　幼児園に子どもを預けている親は、地元の宮里の方が多いのですか。

比嘉　以前は、宮里が大半で、少し、区外の宇
う

茂
む

佐
さ

や為
びい

又
また

から来てましたね。最近は、羽
はね

地
じ

からとか、区外からが多いですね。親のことも知っていることも多かった。特に、宮里

に住む親には、「屋号」のことを聞いたりして、「ああ、あんたは、誰々の子どもだね」っ

て。今は、大半が区外ですけど。宮里は、子どもの数が少なくなったというのもあるし。

羽地から来ている方は、４名の子どもがいて、上の子は別の保育園。２番目と３番目は、

ここの卒園で、いま、４番目の子がいるんですね。羽地は名護市だけど、遠いですね。

それでもここに来ています。この方は、県外の方ですね。あんな遠いところから、午前

中のためによく頑張っているよね、と冗談で言ったりしてますよ（笑）。

屋号＝一門・一家の特徴を基に家に付けられる称号

嘉納　現在の幼児園の子どもは何名ですか。

比嘉　今は、13名で、今日、一人入園しましたので、14名になりました。４歳児が６名、３

歳児が４名、２歳児が４名です。毎年、４月は14、15名来るのですが、今年の３月は８

名だったので、例年よりは少なかったですね。子どもが少ないので、もう一人の保育士

の長山詳恵さんと「子どもが少なくなってきているから続けられるかね、どうなんだろ

う」という話をしてました。これまで、上のお兄ちゃん、お姉ちゃんが入園していたので、

下の弟、妹も入園してくる感じですね。だから、子どもが少なくなったからといって、「今

年、急に閉めます」というのは、いえないですよね。でも、毎年、10名ぐらい入園して、

だんだん増えて、20名ぐらいになりました。他の保育園にいたけれど、入園したいとか、

区外からの申し込みや、また県外からの移住者からの申し込みもありますね。県外から

仕事関係で来たけど、保育園に申し込みをしたけど一杯で入りきれない、それで宮里に

きたとか、ですね。また、「保育に欠ける」という条件があって、それを満たしていな

いので保育園に入園できない、それで、宮里の幼児園に来たとか、理由は様々ですね。

嘉納　市内には、沢山の保育園がありますが、なぜ、この宮里幼児園を選ぶのでしょうか。

比嘉　子どもの友達が入っているとか、また、幼児園の隣の公民館の駐車場が広くて乗り

入れし易いとかあると思います。親が宮里に尋ねに来たとき、「自分たちの幼児園は昭
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和の作りで立派なものではないのですが」と言ったりしてますよ。親も何ケ所もまわっ

て、ここに来たりしてますね。保育料が月額8,000円というのもあるかもしれないですね。

安くて、午前中、子どもを預かるという条件も親にとってはいいかもしれないですね。

他の保育園のことはよくは知らないのでなんとも言えませんが。

嘉納　保育料が先生方のお手当になるのですよね。

比嘉　そうですね。子どもの保育料をもう一人の保育士さんと分けて、それが給料になりま

す。幼児園の光熱量は公民館が負担していますので、区外の子どもは区費の650円を加

算して頂いていますね。もちろん、宮里の子どもは、別に区費を納めていますので、8,000

円のみですね。

嘉納　宮里幼児園の子どもを預かる時間はどうなっていますか。

比嘉　宮里は、午前中ですね。平日は、午前は８時30分から12時までですね。木曜日は、お

弁当会で午後１時までです。だから、お母さん方は、午前中家事をしてお迎えに来ると

かですね。子どもにとっては初めての集団生活で、とても勉強になるし。家にずっとい

るよりも、幼児園で他の子どもたちと遊べることもメリハリがあって、いいんじゃない

かと思いますね。いきなり、幼稚園に行くよりは、ここで、集団生活に慣れて、そこか

ら幼稚園に行くのがいいのかなと思います。

嘉納　保護者の幼児園に対する協力関係はどうでしょうか。

比嘉　とても協力的ですね。３，４名程、お手伝い係みたいなお母さんがいて助かっていま

す。また、お母さん同士がとても仲がいいんです。子どもを迎えたあとも、公民館の室

内のロビーでおしゃべりをしたりして、すぐには帰らないですね。子どもを通して親同

士がつながったりして、帰りにお茶したり、また休みの時には、子どもを連れて公園で

遊んだりしたりとか。ラインでつながったりしてます。県外出身の方もいらっしゃって、

その方は、やはり、最初は知り合いや友達はいないでしょう。旦那さんの親戚はいるか

もしれないけど、それで、お母さん同士がつながって楽しくしていますね。また、結構、

協力的だし、みんなで子どもを育てている感じです。長男と次男は違うとか、男の子と

女の子とは違うとか、そんな雑談をしながら、子育ての情報を持ち寄ったりしています。

若いお母さんよりも、私たちの方が少し先輩なので、「あーだ、こーだ」みたいな感じ

で話していますね。卒園したお兄ちゃん、お姉ちゃんは、例えば、運動会の翌日は休み

ですよね。その時に、幼児園に遊びに来てくれたりしますね。そんな時は、お手伝いを

してもらったり、子どもたちを連れて散歩したりするんだけど、やっぱり、私たちよりも、

お兄ちゃん、お姉ちゃんと手をつなげたがりますね。あのお兄ちゃんは、どこの子のお

兄ちゃんとか、みんな知っているわけですよ。子どもの数が少ないこともあって、お母

さん方も、どの子のお母さんというのがよくわかる。今のお母さん方は、子どもを預け

たあとも、ゆっくりおしゃべりして、余裕がある感じで。クリスマスのときには、お母

さん方が中心になって、行事を手伝ったり、卒園式の時にはコサージュを作ったりして
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くれたり。本当に、みんなでしている感じですね。本当に仲がいいんです。公民館の区

長さんや書記さんとも仲がいいですね。

＜宮里幼児園と公民館等との関係とこれから＞

嘉納　公民館からの補助はありますか。

比嘉　少しだけですけど、補助はありますね。教材費とか、行事とかで使って下さいという

ことで、補助はありますね。

嘉納　宮里幼児園の行事には、どのようなものがありますか。

比嘉　一番大きなものは、運動会があります。お遊戯会は、公民館の２階のホールで行いま

すね。また、公民館の行事には参加しますよ。敬老会の時には子どもがエイサーで参加

するとか、豊年祭には、ミチジュネー（集落を練り歩く）があるんですけど、これにも、

参加しますね。ミチジュネーは強制ではないんですけど、幼児園の子どもや他の宮里の

子どもとか、結構参加しますね。ハッピを着て参加するので、ちょっと面白いですよね、

それで、盛り上がりますね。

嘉納　地域から、幼児園に対して要望などがありますか。

比嘉　地域というよりも、数年前、名護市からはケータリングなどを利用して、延長保育は

どうかと言われましたが、保育士２人だけだし、給食みたいなものをするのであれば、

もっと職員が必要だし。なかなかそこまでは考えが及ばないですね。子どもの数も増え

るとは限りませんし。私ともう一人の保育士は、まだ、子育て中だし、無理して仕事を

するよりも、自分たちにとって仕事をしやすい環境がいいという感じでやっていますの

で。またケータリングをすれば、保育料も上げざるを得ないし、公民館の調理場を使う

のであれば、それなりの準備と手がかかるし、調理師さんとか。子どもが少なくなる中、

いつまで出来るかという考えがあるので、ケータリングのことまでは考えきれないですね。

嘉納　比嘉先生の心配事みたいなものは、やはり、子どもの数が少なくなってきたというこ

とでしょうか。

比嘉　そうですね。長山さんともよく話しますね。いつまで、この幼児園はできるかね、な

んて。いま、幼児園に３歳児がいるんですけど、この子のお姉ちゃん、お兄ちゃんもこ

の宮里でした。そうすると、この子が卒園する２年間は大丈夫かな、なんて冗談で話し

たりしてますね。この子も、こっちがいいって、いっているし。この子が卒園するまで

は辞められないね、という話はするね。今年の３月、４月は本当に心配でしたね。来年

も、どうなのかな、という心配はあります。大南の先生方と会えば、いつも、そんな話

題が出ます。

４．聞き取りの内容　－保育士／長山詳恵－

＜宮里幼児園との出会い、保護者の選択と協力＞

嘉納　お仕事を終えられてのインタビューですが、色々とお聞かせください。早速ですが、
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長山先生が宮里幼児園で働くようになったのは、どのようなきっかけでしたか。

長山　私は、独身の頃、東江の幼児園で働いていました。だいたい、４～５年ぐらいですか

ね。その頃は、東江、宮里、大南、大東、北区、県営のひまわりにも幼児園はありまし

た。市内の幼児園が集まっての合同の運動会もありましたね。今よりも子どもの数は多

い時代だった。結婚して、「おめでた」になったんで、そこの幼児園を辞めまして、宮

里に住むようになりました。子どもが生まれると、宮里の幼児園に長女を預けました。

しばらくして、宮里幼児園の若い先生の体調が悪いということで、私が代わりに宮里幼

児園で働くようになりました。半年ぐらいですね。でも、その後、また私は「おめでた」

になりましたので、代わりに、比嘉育子先生が来たんです。また、４年後ぐらいに声を

かけられて、今では、比嘉先生と私の二人で幼児園をしています。私が、再度、宮里の

幼児園に勤めたときには、宮里、大東、大南の３園ぐらいで合同の運動会がありました。

昔と比べると幼児園の数は少なくなりましたが、それでも、合同の運動会はしました。

普段は、幼児園の行事ですが、運動会は合同になりますから、いつもよりも、にぎやか

ですね。

嘉納　長山先生が幼児園の先生になったように、幼児園の保育士はどのような形で代わるの

ですか。

長山　あの先生、辞めるらしいよ、という話が聞こえてくると、だいたい、宮里に住んでい

る人に声がかかりますね。地域でバトンタッチみたいに。私の場合は、奥原峰子先生が

辞めるということで、代わりに入ったんです。幼児園の先生は、みんな宮里の関係者で

すね。奥原先生は元気で、20年ぐらい、幼児園にいたんじゃないかな。奥原先生は、保

育士の資格は持っていない方でしたが、ずっと頑張っていましたね。あの当時、資格を

持っていない方が圧倒的でしたね。私や比嘉先生は、保育士の資格は持っていますが。

嘉納　幼児園の保育士をやってきて、良かった、と思うことは何でしょうか。

長山　やっぱり、色々な方と知り合えたことは財産ですね。沢山のお母さん方とも知り合え

たし。地域のおじいやおばあともよく話す機会もあるし。この仕事は、半分はボランティ

アですから。

嘉納　宮里幼児園は長い間、続いていますね。公私立の保育園はそれなりにありますが。そ

れって、どうしてなんでしょうか。長山さんなりのお考えを聞かせて下さい。

長山　公立とか認可は、やっぱり、仕事をしているお母さんの子どもが対象ですよね。「保

育に欠ける」という条件がありますね。両親とも共働きですね。ここのお母さんは、お

仕事をしていなくて、幼稚園や小学校に入る前に、子どもの集団に慣らしたいという希

望を持つかたですね。どこか預けるところはないかね、って感じでここを探してきます

ね。仕事はしていないけど子どもを預ける場所を探して。保護者の入園希望を見てみる

と、同じ年齢の子どもたちと交流ができるのがいい、と書いています。午前中、子ども

を幼児園に預けて、お母さん方は洗濯や買い物をしたり、銀行に行ったりして、自分の
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用事を済ますこともできるし。12時になったら、子どもを迎えて、子どもとの時間を過

ごすことができるし。また、保育料が安いっていうのもあるかと思う。ここは8,000円

だけど、保育園とかは、20,000円とか30,000円とかするでしょう。

嘉納　県外出身の保護者もいらっしゃると聞いたのですが。

長山　そうですね、茨城の方とか、いらっしゃいます。羽地から来ているお母さんも、県外

の方ですね。旦那さんが沖縄の人で、それで沖縄に来たんですね。多分、最初は、知り

合いもいないけど、幼児園の子どもを通じてお母さん同士が友達になったりして、結構、

頻繁に会っているらしい。一緒に遊びに行ったり、子どもを連れてピクニックに行った

り、海に行ったりして。また、月１回の「模合」をして、とてもつながりが強くなって

いる感じ。以前は、私も、「模合」に参加していましたよ。県外の方も２名いて。その

仲良しの保護者がそのまま幼稚園や小学校に行っても、つながっているようで。卒園し

た子どもも、学校の振替の日には、弟、妹のいる幼児園に遊びに来ますね。公立の保育

園に行っているお母さん方は、仕事を持っていて忙しいじゃないですか。子どもを保育

園に預けたら、そのまま仕事へ、って感じで。ここは、仕事を持っていないお母さんた

ちなので、なんか、ゆとりを感じるんですよね。子どもを預けても、お母さん同士、お

しゃべりしたりして。時間に余裕があるというのかな、濃い関係があります。公立や認

可の場合、お母さん方は、お仕事を持っているので、子どもの調子が悪くて連絡しても、

なかなかすぐには迎えは難しいですよね。でも、ここのお母さんは仕事を持っていない

ので、すぐに迎えに来てくれますね。お母さん方も柔軟というか、やはり、時間にゆと

りがあるからでしょうね。

模合＝個人や法人がグループを組織して一定額の金銭を払い込み、定期的に１人

ずつ順番に金銭の給付を受け取る金融の一形態のことである。沖縄県や奄

美大島で盛んである。

嘉納　宮里幼児園での実際の保育活動について聞かせて下さい。

長山　幼児園は、朝８時30分からお昼の12時までです。木曜日は、お弁当の日なので、午後

１時までの活動です。子どもは登園したら、お手拭きタオルを出して、このお手拭きタ

オルは、毎日、持ち帰るものですね。水筒を置いて、お便り帳に自分でスタンプを押し

て。その後は、自由遊びですね。自由です。子どもの様子を見て、天候を見て、比嘉先

生と決めますね。今日は特に暑かったので、プールに水を溜めて、水遊び。そして、６

月生まれの誕生会。一緒に歌を歌ったり、絵本の読み聞かせをしたり。誕生を迎えた子

どものお母さんが、自分の子どもの話をしたりして。誕生ケーキも出ます。このケーキ

の購入費は、市役所からです。おやつ代です。10時ぐらいから、散歩したり、粘土遊び

をさせたりします。散歩は、近くです。そして、11時30分には、おやつを食べて、12時

に迎えがきますので。おやつは毎日あります。牛乳とお菓子、果物とかですね。

嘉納　お母さん方の幼児園に対する協力関係について聞かせて下さい。
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長山　すごく協力的ですね。特に県外のお母さん方はすごいです。園児係といって、３名く

らいいるんですけど、何か、幼児園で行事があると手伝ってもらっていますね。運動会

の時に着替えを手伝ったりしてもらったり、夏の暑い日、流しソーメンの行事の時には、

ソーメンを湯がいてもらったりしています。私たち保育士は、幼児園で子どもの世話が

必要なので、隣の公民館の調理室で、お母さん方に麺を湯がいてもらって、運んだりし

てもらっています。カレーライスの時にも、幼児園で園児が野菜を切ったりして、お母

さん方が調理室で作る、という協力ですね。

嘉納　保育士さんと保護者の関係が近い感じを受けますね。

長山　そうですね。父の日のプレゼント作り、何がいいかな、なんて話題になった時、ある

お母さんから「卵の殻」を使った工作はどう、と言われ、これをしました。殻にデザイ

ンをするんですね。こうした普段の保育の活動についてもざっくばらんに話題に出来る

というのもいいですね。私たち保育士も、公立のような日案とか週案とかいうものがな

いので。公立だと色々提出物やら、計画案やら作らないといけないけど、もちろん、こ

こでも少しはありますが、市役所から補助金をもらっているので、だからそういう事務

的な負担はありませんね。事務的なストレスがないのは、とてもいいですね。自由な感

じです。子どもに合わせて活動が組める、それも比嘉育子先生と相談して決めることが

できるというのは、嬉しいですね。例えば、散歩の予定が、天候が悪くなったので、室

内で粘土遊びや椅子取りゲームに変更したり。これも２人で決めるからいいですよね。

自由度が高いですね。日誌はありますよ。２人が話した内容ですが。

＜公民館との関係と幼児園のこれから＞

嘉納　公民館と幼児園の関係はどうなっているのでしょうか。

長山　結構、公民館は協力的ですね。入園式や卒園式は、公民館の２階でしていますが、公

民館長さんは園長さんでもあるので、挨拶等は頂いています。最近、公民館長さんが幼

児園の庭にパッションフルーツを植えまして。フルーツが出来たら、子どもたちと収穫

しようと考えています。今、成長して、網をかけています。幼児園には電話がないので、

お母さん方からは、公民館に連絡が行き、そこから幼児園へという形になっています。

嘉納　比嘉先生とは年も近いですね。

長山　そうですね。ひとつしか違わないですね。そのため、色んなことを話しますよ（笑）。

特に、幼児園の子どもの数のことなんか、よく話しましたね。３月、４月は、子どもの

数が極端に少なかったので、とても心配しました。最近は少し増えてきたので、ほっと

していますけど。宮里幼児園は、３歳児と４歳児が対象で、５歳児は、公立の幼稚園な

んかに行きますね。この辺りなら、大宮幼稚園に行き、その後、大宮小学校に行きます。

子どもの数が少なかったので、比嘉先生と話をして、２歳児半の子どもも入園させるこ

とにしました。ちょっと難しいかな、って思ったんだけど、２歳児半であれば、大丈夫

かな、って。この２歳半の子どもが４歳終了までは、この幼児園は続くね、って話して
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いますよ（笑）。市内の保育園も随分と増えましたので、いつまで出来るかな、なんて

考えながら、続けていますよ。

嘉納　やはり、幼児園では、０歳児から２歳児の保育は難しいのですか。対象年齢を広げる

と子どもの数は増えるかと思いますが。

長山　市役所からもそういう要望があります。対象年齢を広げると、幼児園の施設をきちん

としないといけないですね。子どもの預かりが午後５時までだと、調理室とか作らない

といけないし、そうすると調理員とか、保育士も必要になってくるんで、幼児園として

は難しいな、と思っています。費用がかかるし。幼児園は認可外ですけど、施設のため

に予算がおりてくるかどうかはわからないです。やっぱり、午前中の保育がいいのかな、

と思います。役所からは、午後５時までどうかという話はありますが。今の宮里幼児園

の設備は、流しとトイレと手洗い場ですね。

嘉納　先生方のやりがいにもふれると同時に、幼児園をめぐる問題についても話を聞くこと

ができました。本日は、ありがとうございました。

５．インタビューを終えて

　宮里幼児園の設立は1968年である。それ以前の公民館幼稚園の歴史を含めると半世紀以上、

字宮里の就学前の教育・保育活動を担ってきた地域の教育施設である。今回、２名の保育士

の聞き取りから、宮里幼児園を支える力として次の５点を析出した。これをまとめると次の

ようにいえる（「図１．宮里幼児園を支える力」参照）。

士の裁量大
　事務負担小

図１．宮里幼児園を支える力
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［保育士の地域活動としての幼児園活動］

　子どもの保育料が保育士の手当である。２名の保育士がいるので、保育料は折半して手当

として受けとっている。このことから、保育士は、生活の主たる手段として幼児園の活動を

行なっているのではなく、自分の住む地域活動に連なるものとして保育活動をとらえている。

しかも、この活動を通して保護者や様々な地域の方との交流を自分の財産として考えている。

［保育士の保育・教育活動の自由度］

　公私立園の組織運営とは異なり、幼児園の運営や方針は、保育士の裁量で決定している。

宮里幼児園では２名の保育士の裁量により、園の方針や内容が決まり、しかも柔軟に対応で

きる余地を十分に残している。保護者の発案を幼児園の活動に取り入れ、保育士と保護者の

協力関係の中で展開されている。

［保育士と保護者の関係性］ 

　保育士は地元出身者若しくは在住者であり、地域との関係性も深い。保護者も保育士に対

して信頼を寄せており、園活動に対しても協力的である。しかも、小規模認可外であるため

保護者間の意思疎通も十分確立しており、園外での保護者のつながりもある。また、幼児園

が保護者の一種の居場所となって、子育ての相談所となっている。

［保護者の午前中の保育ニーズ］

　認可園等は、「保育に欠ける」ことが条件となっている。宮里幼児園に子どもを預ける保

護者の中には、認可園の条件をクリアできないがために訪れる者も多分にいるが、元々、午

前中のみの保育サービスを望む保護者の存在もある。保護者は、午前中の自由な時間を望み、

あえて、宮里幼児園を選択する者もいる。

［幼児園の協力機関］ 

　幼児園の運営には公民館と市役所の協力は欠かせない。公民館からは施設提供と補助金が

充てられ、市役所からも一部補助金が支給されている。これにより、保育料のみで対応でき

ない園活動の充実が図られている。

［本調査は、科学研究費補助金（課題番号：16K04560）による成果の一部である］


